
 



  だと





       

となるので、あらかじめ

上下を変えて符号を変えておく

  はの関数

  は定数扱い

  は定数扱いなので

微分すると０になる

の関数 

  



   の

導関数は  



□  

□
    □ 

□定積分と導関数

　を定数とするとき，       とすると

　　　 



   




        

　この両辺の関数をで微分すると，次の公式が得られる。

　　定積分と導関数

　　　　が定数のとき　　　　 

  



      

練習２５改）　次の関数をで微分せよ。ただし，は定数とする。

　　　　 



　　　　　　　　　　 

 

 




　　　 

  



 　　　　　 
  

 

 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  
 

 




 


応用例題３改）　　　関数   


   の   を求めよ。

積の微分法

微分そのまま、そのまま微分

は定数扱い

　　　　右辺の積分の計算では，積分変数でないは定数として扱う。

    


 




 


 




      


 


  


 


  




【何を求めるのかをよく考えよう】

   


 




 

　　　  

で微分すると

   

この流れは  が聞かれていないのなら

積分→微分と無駄が多いこととなる

 




 




    






   


  




 
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応用例題４）関数 



　をで微分せよ。

        








      

上端下端とも数値であるので

計算結果は定数となる




  






             



応用例題５）     


       

数Ⅱのときと同様

定数となる部分を文字で置き換える



 


    

    



   



積分 


 

 

微分   



 


    


   

 


 




 


 









   


   









  




  

   

  



 

     

積分法とその応用【定積分のいろいろな問題】  


